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２００３年１０月、アメリカとの国境の

町ティファナを訪問した。茶褐色の大地

に流れる小川の周辺に、廃材やビニール

シートで造った粗末な小屋が並び、メキ

シコの各地から集まった労働者が暮らし

ていた。ここでの標準家庭の1週間の生計

費は、食費５９.４６$、水や通勤バス１５.５２

$など、合計で９２.６９$。一方、マキラド

ーラの平均的な工賃は１.２$／H、週５０時

間働いても６０$にしかならない。深夜残

業や家族総出のアルバイト、時には自ら

の血を売ってまで生計を立てる人もいた。

ティファナは、NAFTA（北米自由貿易

協定）締結により税優遇を受けて輸出製

品の生産を行うマキラドーラ最大の工場

地域だ。マキラドーラを利用して約３００

０社近くの工場がメキシコに進出、日本

の工場も２００社位あった。このマキラド

ーラでは、メキシコの安い労働力やイン

フラを利用して自動車や電気製品などを

製造し、ほとんどをアメリカで販売、２０

００年には１４０万人が働いていた。しか

し、２００１年のITバブル崩壊や９.１１テ

ロ、さらにはエンロンの不正経理などに

より米経済が低迷、加えて、より安価な

労働力による中国製品の台頭などで、マ

キラドーラも急激に経営環境が悪化、現

在の雇用者は１００万人位と推察される。

この間、メキシコ各地から多くの労働者

がマキラドーラへ流入、一方、アメリカ

からは大量生産された安い穀物や野菜が

輸入され、メキシコの零細農家は壊滅的

な打撃を受けるに至っている。主食のト

ウモロコシ価格はメキシコ産の３分の２

で、輸入量は９４年NAFTA発効後の７年

で２.４倍になっていた。NAFTAに反対

するN P O のペラーヨ事務局長は、

「NAFTAはメキシコに対し商業の扉を開

くと言っているが、安い労働力を使いア

メリカに製品を出すだけだ。１０年経っ

ても生活の状況は全く良くなっていない。

平等が広がると思っていたが、不平等が

続いている。」と憤りを隠さない。一方、

日本の食料自給率は３９%しかなく、農

産物の輸入先はアメリカが３２%で､ギョ

ーザなど食の安全で騒がれている中国か

らの輸入１２%よりもはるかに多いのであ

る。

FTAをはじめとする貿易の自由化は、

貿易、ものづくり立国の日本にとっては、

率先して推進しなければならない課題で

ある。一方で、ボーダレス、グローバル

化を錦の御旗に安価な労働コストのみを

追求することの愚は、マキラドーラの例

で先述したとおりである。魅力ある労働

条件で、いかに生産性を挙げるか、先進

の技術力と創造力を構築していけるか、

また優秀な頭脳を広く呼び込めるか、日

本の歩むべき道は見えているはずである。

１億総中流社会と言われ、世界一安全

な国、勤勉で実直な国民という、日本へ

の評価も崩れ去って久しい。日本がとっ

た極端な労働市場の規制緩和はあらゆる

格差を生じさせた。また、既得権益との

妥協の結果は地方都市をシャッター通り

と化し、バス路線の廃止で老人は買い物

や病院通いもままならない。非正規労働

者が全体の３分の１以上を占め、年収２

００万円以下の給与所得者が１０００万人

を超す一方で、１０００万円以上の人も２

２４万へ増えている。格差社会や食料の

安全が取りざたされるいま、生活のセー

フティーネットを確立することが焦眉の

急である。

時あたかも２００８年闘争の山場、我々

は交渉のリード役として、ワークライフ

バランスの取り組みを含めた魅力ある処

遇制度の構築に邁進していかなければな

らない。

2003年10月ティファナの
マキラドーラ労働者住居にて

◆食の安全は、昨年秋の老舗の食品・菓子メーカーの
賞味期限の改ざんや不正表示から、新年に入り、お隣
り中国の農薬入り餃子に飛び火した。本年８月に北京
オリンピックを控えた中国は、世界中から食の安全を
はじめ、環境問題など注目を集めている。家の近くの
生協コープを利用し、餃子を愛食していた者としては、
一日も早い問題解明と食の安全の確保を望みたい。
◆今号では、ＪＣとして初めての試みである海外労使
紛争防止に向けての労使セミナーのハイライトを特集

３６２名。主な製品とし
ては、純度９９.９９％以
上の電気銅を月産２１,５
００トン生産している。
電気銅の用途は、電線、
エアコン等の銅管、パソ
コン・携帯電話・ゲーム
機等の電子機器材料、銅
屋根、銅食器などに使わ
れている。まさに、ＩＴ
時代の生命線と言える。
そして、形銅品として無
酸素銅・脱酸銅・合金を
月産８０００トン生産し
ている。これらの形銅品も電線、エアコン等の
銅管、パソコン・携帯電話・ゲーム機等の電子
機械材料に使われている。これらの製品を作り
出す設備として、銅精鉱溶解のために反射炉２
基、転炉５基、精製炉３基を有しており、月産
５５,０００トンの生産能力を持っている。電解精
製としては、第一から第三電解工場を擁してお
り、その設備能力は合計で月産２１,５００トンと
なっている。これらの銅精鉱溶解の副産物とし
て、硫酸月３９,０００トン、石膏月３２,０００トン
を生産する能力を有している。
表紙のイラストは、電錬工場で第一電解の電
解槽に、クレーンで運んだ、回転鋳造で作った
アノード（銅版）を挿入する作業を描いている。
第一電解で電解槽にアノードを14日間つけてお
いて、電解して、純度９９.９９％の電気銅を製
造する。アノードとは、外部回路から電流が流
れ込む電極の意味であるが、ここでは、電極を
持つ銅板をさす。
純度を上げるための最終段階前の工程といえ
る。アノード自体の銅の純度はもともと９８％
くらいであるが、それを電解することにより、
９９.９９％以上に純度を上げる作業である。１％
近く上げることが非常に重要になってくる。例
えば、音響なども純度が高ければ高いほど、音
響の微妙な音が良くなる。音楽センスのある人

が聞けば違いは歴然とわかるという。小名浜製
錬所にとってアノードの存在は重要だ。そのこ
とは組合旗のマークがアノードを３つ並べたも
のをデザイン化していることからもわかる。
工場見学の最後のところで、細かなクズが
積み上げられた倉庫を見せてもらった。それ
は自動車を解体して残ったあとのシュレッダ
ーダストであり、国内で発生するカーシュレ
ッダーの１２％を処理しているとのこと。シュ
レッダーダストをよく見ると、配線で使った銅
線らしきものが垣間見えた。このシュレッダー
ダストから、銅の製錬技術を利用し処理し、銅、
金、銀等を金属として回収、可燃物は熱エネル
ギーと自家発電による電機エネルギーとして活
用し化石燃料を節減しているとのこと。その他
の素材はセメント原料などに活用するとのこ
と。まさに無公害１００％リサイクル
に向けたひたぶるな思いを感じ
た。（美）
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した。ここでは、日系企業の今ま
での行動について云々することより
も、グローバル化の進展する中で、日系企
業が海外生産拠点で現地労働者といい労使関係を築
き、労使紛争を起こさないための労使の対応について
考えたことに意義がある。日本の労使も、海外のもの
づくりの現場で働く労働者の存在に、働く仲間として
扱う心くばりを持つことが今こそ大切だ。国内の非正
規労働の方々にと同じように。（美）

上野駅から常磐線のスーパーひたちで２時間
弱、ＪＲ泉駅から海岸の方に向かって、車で10
分くらいのところに、今回訪問する小名浜製錬
所がある。近くには、美空ひばりの最後の曲
「みだれ髪」の舞台となった塩屋崎の灯台が工
場から車で３０分くらいのところにある。
小名浜製錬所の創業は、昭和３９年（１９６４
年）の東京オリンピックを目前に控え、高度成
長時代に突入した時期、昭和３８年１２月のこ
とである。当時、西日本地域には香川県に直島
製錬所があったが、東には製錬所が無く、急速
に増大する国内銅需要に対処するために、東日
本にも銅製錬所との要望が大きかった。これに
応えるべく、当時の三菱金属、同和鉱業、古河
機械金属の３社で共同製錬所として、福島県い
わき市の小名浜の臨海地に画期的な製錬工程の
合理化、大型化を計ったわが国初の共同製錬所
として創設された。
同製錬所は昭和４０年より受託製錬操業を開
始した。その後、数次にわたる増設、改良を加
え、品質の優れた製品の生産と、生産性の高い
クリーンな製錬所として操業を続けている。
小名浜製錬所の工場敷地面積は４５７,５００平
方㍍（東京ドーム約１０倍）であり、社員数は

銅製鉱熔解のための反射炉
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